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はじめに 
岐阜県南東部には瀬戸内区の中新統が広く分布

しており，西側から可児層群，瑞浪層群および岩
村層群と呼ばれている．これらの中新統において
は，層序学的・古生物学的研究に基づいた古地理
の復元や，古地磁気学的研究による西南日本の回
転に関する議論が行われてきた．しかし，これら
３層群の堆積年代は十分な精度で検討されていな
い． 
かつて中新統と考えられていた神戸層群が放射

年代測定によって古第三系と明らかにされた事例
があるように，堆積年代を精確に決定するために
は層序や古生物の情報に放射年代を加味すること
が必要である．そこで，岐阜県南東部に分布する
中新統に挟在する凝灰岩を対象として FT 年代測
定を行った． 
 
地質 
瑞浪層群は下位から土岐夾炭層（河川成および

湖成堆積物），本郷層（湖成堆積物），明世層およ
び生俵層（ともに海成堆積物）に区分される．土
岐夾炭層は主に礫岩，砂岩，泥岩からなり，亜炭
層を挟む．本郷層は主に砂岩，シルト岩，泥岩の
互層，礫岩および軽石凝灰岩からなる．明世層は
主にシルト岩から砂岩からなり，全体に凝灰質で
ある．生俵層は主に塊状無層理の泥岩～極細粒砂
岩からなる． 

岩村層群は下部の阿木層と上部の遠山層に区分
され，両層とも主に凝灰質の砂岩，泥岩からなる．
阿木層は湖成もしくは内湾成，遠山層下部は浅海
から水深数十ｍ，同層上部は水深数百ｍの海成堆
積物であると考えられている． 
可児層群は下位から蜂屋層，中村層，平牧層に

区分され，全体が淡水性の堆積物とされる．最下
部の蜂屋層は，流紋岩質および安山岩質～玄武岩
質の火砕岩からなり，瀬戸内区の堆積に先立つ火
山活動に伴うものとされている．中村層と平牧層
は主に凝灰質砂岩とシルト岩，礫岩からなる．中
村層には亜炭層が挟まれる． 
 
試料 
19 試料について FT年代測定を行った． 
瑞浪層群については，10 試料の FT 年代測定を

行った．試料採取層準は土岐夾炭層１試料，本郷
層で４試料，明世層で５試料である．このうち，
土岐夾炭層（日吉炭坑）および明世層最下部（黒
スジ）と最上部（狭間層）の３試料については，
小林（1989）によって FT 年代が報告されている
が，本研究では小林（1989）の FT 年代測定時に
回収され，（株）京都フィッション・トラックで保
管されていたジルコン粒子を用いて年代測定を行
った．これら以外の試料は地表に露出する凝灰岩
を採取した． 
岩村層群については，阿木層最上部に挟まれる
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表１．FT年代測定結果 

 

Ag-6 凝灰岩層，遠山層中部に挟まれる Ty-6，Ty-8
および Ty-12 の各凝灰岩層（氏原ほか，1992）の
FT年代測定を行った． 
可児層群では平牧層から５試料を採取した．な

お，可児層群では全域にわたる層序が確立されて
おらず，試料採取層準の層序学的な位置は不明確
である． 
 
FT 年代測定と結果 
FT年代測定はジルコン結晶内部面および結晶外

部面を用いる外部ディテクター法（ED1 および
ED2）を併用し，30 粒子以上測定した．測定方法
は Danhara et al.（2003）に準拠した．年代値は
全粒子を対象としたが，Pr(χ2)が有意水準 5%を下
回った試料については，χ2検定に合格するまで古
い年代を示す粒子を除外した後，FT年代を求めた．
結果を表１に示す． 
 
議論 
瑞浪層群では、最下部の土岐夾炭層がジルコン

FT年代から 18-20 Ma（笹尾ほか，2006），最上部
の生俵層が約 15 Maと推定されている．本研究の
結果からは，本郷層は約 17 Ma，明世層は約 16 Ma
の堆積物と見なされ，上の推定と矛盾しない．岩
村層群については，試料数が少なく全体の堆積年
代は明らかではないが，遠山層中部が約 16 Maの
堆積物であることが明らかになった．また可児層
群は27-17 Maの堆積物とされてきた（鹿野，2003）
が，本研究では，最上部の平牧層から従来の報告
よりも若い年代が得られており，可児層群の堆積
終了時期はこれまで考えられていたよりも若くな
る可能性が指摘される． 
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